
　
電
気
設
備
に
関
す
る
機
器
・
資
材
・
工
具
と
施
工
技
術
な
ど
を
一
堂
に
集
め
た

総
合
展
示
会
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
２
０
１
５
―
第

回
電
設
工
業
展
」
が
、

き
ょ
う

日

水

か
ら

日

金

ま
で
の
３
日
間
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
西
１
・
２
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。
主
催
は
日
本
電
設
工
業
協
会

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ

。
入
場
は
無
料

登
録
制

。
開
場
時
間
は

時
か
ら

時

初

日
は

時
半
開
場
、
最
終
日
は

時
半
ま
で

。

出
展
規
模
過
去
最
多
６
６
３
小
間

ＪＥＣＡＦＡＩＲ２０１５きょう開幕
内
線
工
事
受
注
が
好
調
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
も
本
格
化

前回の東京開催会場から（ 年５月）

（ ） 【広告特集】 ２０１５年 平成２７年 ５月２７日 水曜日 　　

　
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
が
正
・
企
業
会

員

社
の
デ
ー
タ
を
集
計
し

た
「
電
気
工
事
受
注
高

５

年
統
計

概
要
」

図
１

に
よ
る
と
、

年
度
の
国
内

電
気
工
事
受
注
は
前
年
度
比

９
・
８
％
増
の
２
兆
３
６
０

８
億
円
。
こ
の
う
ち
内
線
工

事
受
注
が
同

・
３
％
増
の

１
兆
７
１
１
４
億
円
と
高
い

伸
び
を
示
し
、
電
気
工
事
全

体
の
約

・
５
％
を
占
め

る
。
内
線
工
事
は
民
間
受
注

が
同

・
２
％
増
の
１
兆
５

２
１
３
億
円
と

年
度
か
ら

３
年
連
続
で
２
ケ
タ
成
長
が

続
い
て
い
る
。
官
公
庁
受
注

は
同
７
・
９
％
増
の
１
９
０

１
億
円
で
、
官
民
比
率
で
は

民
間
受
注
が
約
９
割
を
占
め

て
圧
倒
し
て
い
る
。
ま
た
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
工
事
受

注
は
前
年
度
比

・
２
％
増

の
２
７
５
７
億
円
と
急
伸
し

て
い
る
。

　
今
後
の
電
設
資
材
の
傾
向

を
見
る
と
、

年
は
ホ
ー
ム

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

の
普
及
が
進

む
年
に
な
り
そ
う
。

年
の

住
宅
市
場
は
消
費
税
増
税
前

の
駆
け
込
み
需
要
が
あ
っ
た

が
、
長
期
的
に
み
る
と
漸
減

の
見
通
し
。
一
方
、
非
住
宅

は

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
都
市

開
発
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

堅
調
な
状
況
が
続
く
見
通

し
。
ま
た
、
国
の
重
点
政
策

と
し
て
「
電
力
シ
ス
テ
ム
改

革
」
の
実
施
が
あ
る
。

年

に
は
小
売
り
参
入
の
全
面
自

由
化
と
な
り
、
家
庭
で
電
力

会
社
や
料
金
メ
ニ
ュ
ー
を
自

由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

る
な
ど
電
力
事
情
が
大
き
く

変
わ
る
。
こ
れ
ら
の
改
革
に

よ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

事
業
は
今
後
も
活
況
が
続
く

と
み
ら
れ
る
。
創
エ
ネ
・
省

エ
ネ
・
蓄
エ
ネ
・
ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電
力

網

な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

電
設
資
材
は
進
展
し
て
い
く

と
見
ら
れ
る
。

　
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
構
築

で
、
送
電
網
や
配
電
網
自
動

化
と
と
も
に
不
可
欠
と
さ
れ

る
の
が
最
大
電
力
の
抑
制
や

省
エ
ネ
の
基
盤
と
な
る
ス
マ

ー
ト
メ
ー
タ
ー

通
信
機
能

付
き
電
力
量
計

。
東
京
電

力
や
関
西
電
力
な
ど
大
手
電

力

社
は
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ

ー
の
普
及
計
画
で
、
一
戸
建

て
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
事

業
所
と
い
っ
た
低
圧
部
門
に

導
入
を
完
了
す
る
時
期
を
前

倒
し
す
る
。
東
電
は

年
度

末
だ
っ
た
完
了
計
画
を

年

度
末
に
、
関
電
と
中
部
電
力

の
２
社
は

年
度
末
。
最
も

遅
い

年
度
末
の
見
通
し
だ

っ
た
沖
縄
電
力
は

年
度
末

に
大
幅
修
正
し
、
電
力
各
社

と
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
。

　
東
電
は

年
度
か
ら

年

度
ま
で
の
７
年
間
で
、
全
て

の
サ
ー
ビ
ス
区
域
で
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
計

画
。

年
４
月
か
ら
通
信
機

能
の
技
術
検
証
を
目
的
に
、

東
京
都
小
平
市
の
一
部
地
域

で
設
置
を
開
始
。

年
２
月

に
は
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
に

よ
る
自
動
検
針
を
一
部
地
域

で
本
格
的
に
始
め
た
。
東
京

・
多
摩
地
域
と
山
梨
県
の
一

部
の
約

万
件
が
対
象
で
、

７
月
に
は
全
エ
リ
ア
に
拡
大

す
る
。
転
居
す
る
家
庭
の
最

終
利
用
量
も
自
動
で
確
認
可

能
で
、
本
人
の
立
ち
会
い
が

必
要
な
い
。
停
電
時
は
メ
ー

タ
ー
の
通
電
情
報
か
ら
原
因

が
宅
内
な
の
か
、
配
電
側
な

の
か
を
即
座
に
特
定
し
、
復

旧
作
業
を
迅
速
化
で
き
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

に
対
応
が
可
能
。
東
電
で
は

年
７
月
か
ら
ス
マ
ー
ト
メ

ー
タ
ー
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
本
格
的
に
開
始
す
る
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
は

１
９
５
７
年
に
開
催
さ
れ
て

以
来
、
今
回
で

回
目
を
迎

え
る
。
こ
れ
ま
で
同
展
に
は

電
気
工
事
業
者
を
は
じ
め
工

事
発
注
者
、
設
計
者
ら
を
対

象
に
、
電
設
関
係
の
多
種
多

様
な
新
製
品
が
多
数
展
示
さ

れ
て
き
た
。
今
日
で
は
電
設

業
界
に
お
け
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
広
く
各
方
面
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
電
設
技
術
は
経
済
・
産
業

活
動
や
国
民
生
活
を
支
え
る

社
会
イ
ン
フ
ラ
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
、
現
在

の
暮
ら
し
を
よ
り
ス
マ
ー
ト

な
生
活
環
境
へ
導
く
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
未
来
づ
く
り
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　
今
回
は
「
電
設
技
術
が
未

来
を
創
る
―
人
を
支
え
る
ス

マ
ー
ト
技
術
」
を
テ
ー
マ

に
、
出
展
者
数
は
過
去
３
番

目
の
２
２
０
社

団
体
・
海

外
含
む

、
出
展
小
間
数
は

過
去
最
多
の
６
６
３
小
間
。

今
回
も
新
規
出
展
者
を
対
象

に
小
間
ス
ペ
ー
ス
を
小
さ
く

し
た
八
つ
の
ス
モ
ー
ル
ブ
ー

ス
と
一
つ
の
ト
ラ
イ
ア
ル
ブ

ー
ス
が
設
け
ら
れ
る
。
新
規

出
展
企
業
は
国
内

社
、
海

外
３
社
の
計

社
で
、
海
外

企
業
は
台
湾
の
５
社
な
ど
計

８
社
が
出
展
。
主
催
者
側
で

は

万
人
の
来
場
者
を
見
込

む
。

　
２
０
１
２
年
に
始
ま
っ
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

「
固
定
価
格
買
取
制
度

Ｆ

Ｉ
Ｔ

」
に
よ
っ
て
、
太
陽

光
発
電
や
風
力
発
電
の
設
備

導
入
が
加
速
し
て
い
る
。
水

力
を
除
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
量
に
占
め
る
割
合

は

年
度
の
１
・
４
％
か
ら

年
度
に
は
２
・
２
％
ま
で

増
加
。
こ
の
う
ち
太
陽
光
発

電
が
９
割
以
上
を
占
め
て
い

る
。

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
技
術
開

発
を
要
す
る
分
野
が
多
く
、

そ
の
普
及
は
産
業
と
雇
用
の

創
出
、
経
済
の
活
性
化
と
い

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
も

た
ら
す
と
み
ら
れ
る
。


